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「針道九区」の元気の源泉は年中行事にあり！

その調査結果に基づき４つの課題に取り組みました。

１．イノシシによる獣害を防ぐ草刈り

２．里山「口太山」の山開きへの参加

３．スポーツ大会と暑気払いへの参加

４．大学祭での「マルシェ針道」開催



１．草刈りによる「獣害対策」

☟大学のＨＰに動画をアップ！

水田の畦畔で草刈りに取り組みました ☞

電気柵に雑草がふれると電圧が下がり、

イノシシの侵入を防ぐ効果が失われるからです。

鶏の力を借りる除草法の

導入も試みました！



２. 「口太山」の山開き

二本松市と川俣町の境界に聳える842.6mの里山

山開きは針道振興会（二本松市）と大綱木自治会・
大綱木公民館（川俣町）の共催で行われています。

☜ 下山後「夏無沼キャンプ場」で地元の方々から

おもてなしの豚汁をいただきました。

森林は地球環境の保護や生命維持システムとしてすべての生き物にとって欠かせない重要な役割を

果たしています。「循環の理念」のもと「森林と人間との共生」、緑豊かな国土建設の新たな礎となることを

私たちは願っています。（二本松市長の ツイッター （7月1日付） から

二本松市長のツイッターに掲載 ☞
☟ http://twitter.com/miho_keiichi



３．スポーツ大会と暑気払い

☜ソフトボール大会

ソフトボール大会を応援！ スポーツの交流を

通した団結力を実感しました。

暑気払い☞

地元の食材でバーベキューを楽しみ

交流を深めました。



４-1．道の駅と地元ｽｰﾊﾟｰ・コンビニの探索

☜ 道の駅「ふくしま東和」

地元野菜やジェラートのほか、養蚕地帯ならではの

☆「桑の葉」茶と☆「桑の実」ジャム を発見！

大学祭の「マルシェ針道」で、古く新しい（温故知新）

「健康食品」 のＰＲを決定！

ファミリーマート 針道店「ますや」 ☞

ファミリマとスーパーを合体したｽｰﾊﾟｰ･コンビニ！

コンビニ商品のほかに、肉、鮮魚、野菜を販売！

全国的にも珍しい形態のようです。



４-2．「マルシェ針道」の開催

●10月19日（土）・20日（日）

「マルシェ針道」 を開催！
初日は豪雨、テントの屋根にたまる

雨水を払いながらの開催だったが

２日目は晴天にも恵まれ、

桑の葉茶、桑の実ジャム

を販売！販売量は伸び悩むが

「桑の葉のお茶は初めて！」

「桑の葉を知らなかった！」

という人も多く、来学者への

PR効果はあったと考えられる。



今年度は、「針道のあばれ山車」を見に行けませんでした。

台風19号の被害で仙台・針道間の道路が寸断されたためです。

大学祭の「マルシェ針道」開催はその翌週でした。

台風被害は大きく、開催自体が無理か？と諦めかけましたが、

針道九区の方々は予定より早い時間に駆けつけてくれました。

集落内にも被害があったという話をお聞きしました。

昨年度は、お祭りのすごさに圧倒されるばかりでしたが、

今年度は、口太山の山開きや暑気払いに参加させていただき、

少しだけ、九区の方々に接近できたと考えています。

しかし、山村集落で暮らす方々の団結力の強さを

自然を通して、改めて実感させられた一年でした。

今後も様々なことを学ばせていただきたいと考えています。

温かいご支援をいただき、本当に有難うございました。


